





































































































いる。折口の國學院での万葉集、源氏物語の講義を聞く。柳田を通じて日本文 を民俗学的に解明す 手法を模索していた折口の文学講義は、ネフスキーにとって極めて新鮮であったと思われる。また折口にとっては、彼 万葉集講義を真剣 聞き、大正八年に刊行され 『万葉集事典』を熱心 読み その見解を真っ向から批判する異国人の存在に大きな刺激を受けていたことであろう。　
二人の関係は、こうしたいきさつを結い上げながら、「水」という一点に集約さ
れていったといっ よい。日本人の信仰、文化における「水」はいかなる存在価値をもつか、それは後に折口信夫が刊行する『古代研究』 中核をなす論文群「若水の話」「水の女」「ほうとする話―祭りの発生 にお て、日本人の信仰に水が果たす役割を、生と死の、魂復活の儀礼に不可欠な水の存在を実証しておく重要な道筋となった。次ページに掲げる書簡①は、その過程を示す上で重要な資料である。　
ネフスキーは『万葉集辞典』に記述された折口の「をち水」は「支那思想 らき
たものか」と る見解を、琉球 事例をもって批判し、それが後 、折口 琉球採訪へと決意させ きっかけとなるわけである。　
大正九年から十年にかけて、柳田国男が沖縄を訪 ことを契機に、折口信夫、
























































































































































































































































































































































































































柳田は『古琉球』に新たな 研究の可能性を感じ また「おもろ うし」の存











「民俗学」（あるい 「日本民俗学」） いう語彙への違和感を吐露し、返す刀で中山太郎の書冊 文献）と伝承とを二つながら参照していこうとする歴史民俗学的立場をバッサリ切り捨てている。　
この時期は、『民族』終刊後、発表の場を失った人々のために、折口を中心とし
て『日本民俗』『 』が発行され、好むと好まざる かかわらず、折口 柳田に対抗するもうひとつ 柱と 認識される事態となってい 。なかで 中山は、「日本民俗学」とい 用語を積極的に使い、歴史民俗学を標榜し 文献資料を積極的に活用し 、民俗学の再構成 考えていたから 必然的に折口と中山の立場は近接していったといってよい。　
中山太郎は、報知新聞記者、博文館編集者など二十二年間の記者生活を経て、在




で、その時期はまさに柳田国男を継ぐべき学究の綺羅星 ご く出現した時期である。その時期に『土俗私考』（大正十五年）から 盲人史（正・続）』（昭和九年・十一年）に到る主要著作が一気に刊行されて る。そして、実にこの時期に
岩手県立大学盛岡短期大学部研究論集第20号




















































































































を使用、山形県飛島勝浦から差し出されたも で、採訪地到着の報告である。前日に飛島に到着したこと 山も家も想像以上に立派であることを記 ながら、記録類が何一つ残されていないこ を嘆いている。 


















なかった遠野から、上下閉伊郡、上北三八、下北地方を採訪して歩いていた。八月二十九日から歩き始めて、九月十三日に盛岡にはいっているから、ほぼ半月間の旅で、東京に戻ったのは十五日頃と考えられる。早川もこの旅を知っていたらしく、「旅より御帰りになりましたでせうか」とはじめて、大阪の藤木氏（藤木喜久麿）から生活に不自由しているという手紙が来たこと、「八丈実記」の写本が欲 いようなので、そのうち伺いますから御都合をお伺いしたい旨記して る。 
 昭和六年は二通。六月九日消印の葉書は仙台から。「桜ヶ丘公園の緑影」と題す




京駅から西下する車中にあった。いきおい 信濃入りも中断され、それに伴っ折口への私信も少なくなっ いるようだ。 
 昭和九年八月二十日、上京した早川は、折口を訪ねるが、折口は七 のはじめか
ら藤井春洋の病を養うために北軽井沢に滞在し り 会うこ はできなかった。 
 昭和十年九月二十日、九州一円、南方諸島の調査に着手していた早川は、採訪地
那覇から葉書を出している。アサヒ写真館発行の「バナナと田舎風景」（琉球）の絵葉書を使用。そこには、急に思い立って何の準備もなく十 日に鹿児 立って今朝那覇に着いたこと、島袋源一郎に会うつもりで ること、図書館で島袋源八さんに会ったら折口がこの冬に琉球に来ることを聞いたこと 船 待って八重山へ渡る予定であることなど 記されている。 
 現存する書簡を通観して言えることは、旅先から 書簡が多いこと、しかも旅先






 八月九日消印の一 は、病気 見舞いを述べ、急遽三河へ赴くことになったから、
帰京次第教えを乞いた 旨記している。折口は、この病気のために伊波普猷と同行する予定だった沖縄採訪を中止している。 





る本郷町万場及下川村市場」の絵葉書 使用。やはり設楽郡からのもので、西・東西薗目を歩いていること、帰京し らまた伺うつもりであ ことなどが記されている。 
 これに先立つ四月二十二日と五月三日に、折口が中心になって「西浦の田楽」と
「新野の雪祭り」とをそれぞれ国学院大学の講堂で実演している。また渋沢邸でも仲在家の花祭りが実演され盛会だった いう。これ の に早川が関わっている事は言うまでもあるまい。 
 これらに実演は学術的なものであったが、こうした民俗芸能の実演については、
早川は後年「第九回郷土舞踊大会」 俎上に上げ、「感想二三」と題して批判的な立場を披露している（「旅と伝説」八巻五号・昭和十年五月）。渋沢や折口 よって実現した花祭り、田楽、そして雪祭りの実演を 早川はどんな思いでプロデュースしたのであろうか。 
 八月十二日消印の葉書には、伺おうと思い がらそれがかなわなかっ 非礼を詫




























































































































Non-rearranging to be related to Shinobu Orikuchi, a document 
of non-decoding exist in large quantities. When I participated 
in new publication "complete works of Shinobu Orikuchi" 
publication, the writer reprinted it with the rearranging of some 
documents including the draft document, and most of result were 
recorded in the complete works as a new document.
There are many things which became clear from folklore-
affiliated document rearranging among the result of the study 
that I receive Ministry of Education, Culture, Sports, Science 
and Technology science research funds subsidy and pushed 
forward and, about such an unfiled document, exists for 2014 
through 3.
I want to report the fact that became clear the rearranging 
decoding of the letter (letter to Orikuchi from persons concerned 
with folklore in particular) to Shinobu Orikuchi particularly 
Nicolai Nevsky, Taro Nakayama, Fuyu Iha, Kotaro Hayakawa.
About the important letters which Shinobu Orikuchi 
received during the lifetime -The people who gathered 





ID 形態 受取年 消印日付 差出人 内　容
42 大正14年 ２月16日 ネフスキー 宮古島のバカ水のこと。琉球語との比較のこと御願ひ。
550 昭和４年 １月１日 ネフスキー 賀状
1496 昭和５年 １月１日 ネフスキー 賀状
2437 昭和７年 ネフスキー 年賀








ID 形態 受取年 消印日付 差出人 内　容
11 葉書 大正６年 12月４日 中山太郎 明五日午後六時ネフスキ氏来宅の事､お誘い｡
大正13年 ２月28日 中山太郎 請求書（永楽倶楽部）
36 大正13年 ７月20日 中山太郎 内容欠
65 大正14年 ５月17日 中山太郎 修善寺より
100 大正14年 ７月28日 金田一中山 研究会創立会案内。八月五日午後六時、永楽クラブ返用いず。
120 昭和２年 11月27日 中山太郎 上半分欠…日光を送って…。
175 昭和３年 ８月27日 中山太郎 能登よりの御端書…三社神社への紹介状依頼。
193 昭和３年 ９月21日 中山太郎 上半分欠。…失礼仕候。…見たら民俗芸術の…が参ってゐました。
215 昭和３年 11月６日 中山三郎 以後も益々御教導…出土高麗劔？写真同封。
840 昭和４年 １月（不明） 中山太郎
漸く田村太夫の遺族発見訪問致しましたが精々「民俗」
壱回書く位のものです。
983 昭和４年 ４月14日 中山太郎 先日には御大切なる「壱岐の採訪帖」御送り被下…。佐藤氏入学の件御配慮頂き…。
1631 昭和５年 １月29日 中山太郎 春のことぶれ 御礼…。
1725 昭和５年 ６月５日 中山太郎 潮来だより。
2103 昭和６年 ２月10日 中山太郎 御風信拝見…御都合のヨロシイ日時にどこかで落ち合う事と致しませう。折返し御指図願。
2416 昭和６年 12月25日 中山太郎 頴田嶋一「仙魚集」もらってやってください。
2650 昭和７年 ６月15日 中山太郎 故郷より。
2669 昭和７年 ６月30日 中山太郎 来月二日の「民俗学大会」に柳田先生の御講演を拝聴に往くことが出来ぬのです。
2832 昭和７年 12月８日 中山太郎 御風信及び色紙御礼。
4155 昭和９年 ２月24日 中山太郎 「曙覧の研究」御礼。曙覧の歌に対する感想など。先達の「郷土会」中座失礼。あのアイヌの長口上――。
4210 昭和９年 ５月19日 中山太郎 西角井氏の立派な本が出版されましたので出版記念会を開催したらと思います…。










集番号 形態 受取年 消印日付 差出人 内　容　抄　録
75 １ 葉書 大正14年 ６月25日 伊波普猷 御本は今朝改造社から…御礼…小林代から思う選釈を注文…おくらせるように…。














181 ５ 葉書 昭和３年 ９月10日 伊波普献 御序文はどうでせうか…刷上るのは十月の中頃です。
796 ６ 葉書 昭和４年 １月７日 伊波普猷 謹賀 メキシコだより 十六日桑港発帰国。
851 ７ 封書 昭和４年 ２月２日（１月25日書） 伊波普猷
二月一日横浜着の予（定）。おみやげには
FrazerのMagic Art and Evolution of Kings
966 昭和４年 ４月９日 伊波普猷　他 似顔絵．寄せ書。
1014 ８ 葉書 昭和４年 ４月22日 伊波普猷 「古代研究」恵与御礼。
1124 ９ 封書 昭和４年 ５月28日 伊波普猷 古代研究贈恵御礼。




1222 10 絵葉書 昭和４年 ７月２日 伊波普猷 なるべく早く書いて下さい…。
1227 昭和４年 ７月４日 伊波普猷 書面欠。
1246 11 封書 昭和４年 ７月14日 伊波普猷 序文をお書き下さったさうで厚く御礼…廿三日に立つ積もりですからあなたも是非一緒に。
1276 葉書 昭和４年 ７月26日 伊波普猷 往復の旅費丈用意されたらいゝと思います。
1318 12 電報 昭和４年 ８月４日 イハ（伊波普猷） ダイカンゲイジユンビ…（不明）…ライユウヲコフ
1637 14 封書 昭和５年 ２月９日 伊波普猷 （英文）
1825 13 封書 昭和５年 ８月28日 伊波普猷 藤田が就職の件につき御願ひにまゐります。ついでに琉球国由来記…拝借。
2145 昭和６年 ３月19日 伊波普猷





72 16 封書 昭和12年 ３月３日 伊波普猷 短歌文学全集御礼。「をなり神の島」結論未だ。「あまみや考」のこと。
503 葉書 昭和17年 10月28日 伊波普猷 天地に宣る御礼。
658 葉書 昭和18年 12月13日 伊波普猷 死者の書御礼。




1378 封書 昭和26年 伊波冬子
先日はお忙しいところ御邪魔申上げ…あの本を
がらくたと一緒に納屋に置いて行くのも気がゝ
りで先生にお収めになって頂きたくお願ひ申上
げます（その他）本は二十日までに運送屋にお
届けさせます。
表３：折口信夫宛伊波普猷書簡
折口信夫旧蔵受取書簡について
―ニコライ・ネフスキーと彼を取り巻く人々―
−ⅹ−
